
平
成
24
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
（
民
生
費
・
衛
生
費
）

　
　
「
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
」
で
給

付
を
受
け
て
い
る
人
数
を
伺
い
た
い
。

　
　

平
成
22
年
度
決
算
で
、
１
，
２
４
５
人
、

延
べ
１
万
３
，
５
７
３
人
に
給
付
を
行
っ
た
。

（
所
管
課
・
障
害
福
祉
課
）

　
　
『
電
気
自
動
車
実
証
実
験
』
の
実
施
に

至
る
経
緯
、
実
験
の
目
的
と
実
施
予
定
期
間

つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

　
　

平
成
21
年
３
月
に
、
埼
玉
県
と
本
田
技

研
工
業(

株)

で
締
結
し
た
「
環
境
分
野
に
お

け
る
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き
、
熊

谷
市
で
は
、
籠
原
駅
に
お
い
て
、
電
気
自
動

車
や
プ
ラ
グ
イ
ン
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
車
を
使

っ
た
実
験
を
行
う
。
目
的
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
で
、
太
陽
光
発
電
を
使
っ
た
充

電
設
備
を
使
用
し
、
ま
た
、
寄
居
の
ホ
ン
ダ

工
場
の
稼
働
を
見
据
え
、
地
元
企
業
の
活
性

化
も
含
め
こ
の
実
証
実
験
を
行
う
。
実
施
期

間
は
、
お
お
む
ね
２
年
を
予
定
し
て
い
る
。

（
所
管
課
・
環
境
政
策
課
）

熊
谷
市
高
齢
者
及
び
障
害
者
住
宅
整
備
資
金

貸
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
貸
し
付
け
に
つ
い
て
、
高
齢
者
に
対
す

る
年
齢
制
限
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
貸
し
付

け
の
上
限
額
は
い
く
ら
か
伺
い
た
い
。

　
　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
あ
る
い
は
障
害
者

が
住
む
と
い
う
こ
と
が
条
件
で
あ
り
、
貸
し

付
け
を
受
け
る
方
に
つ
い
て
の
年
齢
制
限
等

は
な
い
。
貸
し
付
け
の
上
限
額
は
、
２
０
０

万
円
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
長
寿
い
き
が
い
課
）

熊
谷
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
支
給
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
従
来
、
児
童
福
祉
法
で
支
援
し
て
い
た

18
歳
以
上
の
障
害
者
に
つ
い
て
、
法
改
正
に

よ
り
障
害
者
自
立
支
援
法
に
よ
る
支
援
と
な

る
対
象
者
は
、
市
内
に
何
人
い
る
か
。

　
　

18
歳
以
上
の
方
は
障
害
者
自
立
支
援
法
、

18
歳
未
満
の
方
は
今
ま
で
ど
お
り
児
童
福
祉

法
と
い
う
こ
と
で
法
整
備
が
な
さ
れ
た
。
対

象
者
は
、
現
行
で
17
人
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
障
害
福
祉
課
）

に
停
留
所
を
見
直
す
考
え
は
あ
る
か
。

　
　

公
共
交
通
会
議
に
停
留
所
の
追
加
の
提

案
は
し
て
い
な
い
。
ル
ー
ト
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
地
元
自
治
会
で
意
見
集
約
し
て
い
た

だ
い
た
上
で
、
出
さ
れ
た
要
望
に
つ
い
て
は

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

本
年
10
月
に
は
、
前
回
の
見
直
し
か
ら
１
年

を
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
時
点
で
、
出

さ
れ
た
要
望
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
所
管
課
・
企
画
課
）

　
　
退
職
消
防
団
員
報
償
金
に
つ
い
て
、
退

団
す
る
団
員
は
何
名
か
。

　
　

退
職
報
償
金
は
、
５
年
以
上
勤
務
し
た

団
員
が
対
象
で
、
勤
務
年
数
や
階
級
に
よ
り

異
な
る
が
、
31
名
の
退
団
者
を
見
込
ん
で
い

る
。

（
所
管
課
・
警
防
課
）

　
　
赤
城
山
の
家
の
工
事
請
負
費
に
つ
い
て
、

建
物
を
取
り
壊
す
こ
と
に
よ
り
、
山
の
家
に

か
か
る
事
業
は
全
て
終
了
す
る
の
か
。

　
　

山
の
家
は
、
今
年
の
秋
に
解
体
予
定
で
、

撤
去
後
は
、
土
地
を
返
却
し
て
、
こ
の
事
業

は
終
了
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

（
所
管
課
・
学
校
教
育
課
）

熊
谷
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
法
人
実
効
税
率
が
５
％
引
き
下
げ
ら
れ

る
こ
と
に
よ
る
税
収
の
減
を
、
な
ぜ
、
た
ば

こ
税
の
引
き
上
げ
に
よ
り
補
う
の
か
。
た
ば

こ
税
を
引
き
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
法
人
税

の
減
収
分
を
補
て
ん
で
き
る
の
か
。
ま
た
、

販
売
価
格
へ
の
影
響
は
あ
る
の
か
。

　
　

法
人
税
と
た
ば
こ
税
は
、
国
・
県
・
市

と
い
う
よ
う
に
課
税
の
構
造
が
似
て
い
る
こ

と
か
ら
、
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
法
人
市
民
税
の
減
収
が
約

８
，
４
０
０
万
円
な
の
に
対
し
、
た
ば
こ
税

の
税
源
移
譲
に
よ
り
約
２
億
円
の
増
収
と
な

る
こ
と
か
ら
、
差
し
引
き
約
１
億
１
，
６
０

０
万
円
の
増
収
に
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
ま

た
、
県
た
ば
こ
税
か
ら
市
た
ば
こ
税
へ
税
率

の
一
部
を
移
譲
す
る
措
置
で
あ
る
の
で
、
販

売
価
格
へ
の
影
響
は
な
い
。

（
所
管
課
・
市
民
税
課
）

平
成
24
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
（
総
務
費
・
消
防
費
・
教
育
費
）

　
　
ゆ
う
ゆ
う
バ
ス
に
つ
い
て
、
先
日
、
開

催
さ
れ
た
公
共
交
通
会
議
に
、
新
た
な
停
留

所
の
追
加
提
案
を
し
た
か
。
ま
た
、
24
年
度
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価
に
設
置
で
き
る
も
の
で
、
建
物
そ
の
も
の

を
補
強
す
る
の
で
は
な
く
、
建
物
の
中
に
強

固
な
箱
型
の
シ
ェ
ル
タ
ー
や
ベ
ッ
ド
を
設
置

し
、
人
命
を
確
保
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
建
築
審
査
課
）

平
成
24
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
　
埼
玉
県
か
ら
水
を
購
入
し
て
い
る
が
、

自
己
水
と
県
水
と
の
比
率
に
つ
い
て
、
伺
い

た
い
。

　
　

平
成
22
年
度
に
お
け
る
県
水
の
割
合
は
、

熊
谷
地
区
で
は
、
29
・
６
％
、
大
里
地
区
で

は
、
38
・
８
％
、
妻
沼
地
区
で
は
、
20
・
４

％
、
江
南
地
区
で
は
、
45
・
９
％
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
工
務
課
）

平
成
24
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
（
土
木
費
）

　
　
通
学
路
交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

予
算
に
６
，
０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
実
施
箇
所
に
つ
い
て
、
伺
い
た
い
。

　
　

事
業
の
概
要
は
、
熊
谷
市
を
６
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
割
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に

つ
い
て
は
、
４
か
ら
５
校
と
す
る
。
各
小
学

校
か
ら
半
径
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
内

の
通
学
路
に
つ
い
て
、
維
持
課
の
職
員
が
現

地
調
査
を
行
い
、
通
学
路
安
全
対
策
調
査
票

を
作
成
し
て
、
危
険
箇
所
の
把
握
を
す
る
。

そ
の
結
果
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
で
一
番
危
険

度
の
高
い
小
学
校
区
に
つ
い
て
、
集
中
的
に

整
備
を
行
う
。

（
所
管
課
・
維
持
課
）

　
　
建
築
物
耐
震
改
修
補
助
事
業
に
つ
い
て

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
費
用
の
一
部
を
助

成
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
伺
い
た
い
。

　
　

こ
れ
ま
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

や
改
修
と
い
う
よ
う
に
、
建
物
そ
の
も
の
を

改
修
す
る
こ
と
を
進
め
て
き
た
が
、
多
大
な

費
用
が
か
か
る
た
め
、
な
か
な
か
進
ま
な
い

状
況
で
あ
っ
た
。
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
は
、
安

平
成
24
年
度
熊
谷
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
（
商
工
費
・
保
健
衛
生
費
）

　
　
企
業
誘
致
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
交
付

要
件
の
緩
和
や
環
境
に
係
る
奨
励
金
の
メ
ニ

ュ
ー
の
新
設
と
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
、
伺
い
た
い
。

　
　

今
年
度
か
ら
新
し
く
熊
谷
市
企
業
の
立

地
及
び
拡
大
の
支
援
に
関
す
る
条
例
を
施
行

し
、
設
備
投
資
額
の
ハ
ー
ド
ル
を
１
億
円
か

ら
５
，
０
０
０
万
円
に
下
げ
、
不
動
産
に
つ

い
て
は
リ
ー
ス
で
も
対
応
可
能
と
し
た
。
ま

た
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
係
る
環
境
関
連
企
業

に
つ
い
て
は
、
事
業
所
新
設
等
奨
励
金
の
交

付
期
間
を
５
年
間
と
し
、
雇
用
促
進
奨
励
金

を
、
１
人
当
た
り
30
万
円
か
ら
50
万
円
と
し

た
。
ま
た
、
環
境
に
配
慮
し
た
企
業
を
誘
致

す
る
た
め
、
太
陽
光
、
太
陽
熱
、
雨
水
、
緑

化
と
い
う
新
し
い
環
境
配
慮
奨
励
金
を
４
種

類
設
け
た
り
、
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
奨
励

金
を
設
け
た
。

（
所
管
課
・
産
業
振
興
課
）

　
　
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
補
助
金
９
０

０
万
円
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
補

助
を
す
る
の
か
、
伺
い
た
い
。

　
　

埼
玉
県
が
実
施
し
て
い
る
不
妊
治
療
費

の
助
成
に
対
し
、
市
が
、
夫
婦
一
組
に
つ
い

て
１
年
度
当
た
り
10
万
円
を
限
度
に
補
助
を

上
乗
せ
し
て
行
う
事
業
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
体
外
受
精
と

顕
微
授
精
の
治
療
を
し
て
い
る
方
の
経
済
的

な
負
担
の
軽
減
と
、
生
み
育
て
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
考
え
て
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
所
管
課
・
健
康
づ
く
り
課
）

「
国
に
対
し
「
公
的
年
金
切
り
下
げ
等
に
反

対
し
、
拡
充
す
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め

る
請
願
」
に
つ
い
て

主
な
意
見
・
今
年
は
介
護
保
険
料
の
値
上
げ

や
、
年
金
控
除
額
の
引
き
下
げ
な
ど
、
同
じ

年
金
で
も
税
金
が
上
が
っ
て
い
く
等
で
生
活

費
に
ま
わ
る
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
こ
の
請
願
を
通
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

・
今
回
の
措
置
は
、
本
来
デ
フ
レ
基
調
に
合

わ
せ
年
金
を
切
り
下
げ
な
か
っ
た
こ
と
の
是

正
で
、
少
子
化
に
よ
り
人
口
構
成
が
大
幅
に

変
わ
り
、
今
後
、
負
担
と
給
付
を
ど
う
す
る

か
、
こ
れ
か
ら
の
国
民
の
選
択
に
な
る
、
今
、

市
議
会
と
し
て
こ
の
意
見
書
を
出
す
こ
と
は

控
え
る
べ
き
で
あ
る
。
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